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第１回技術分科会第１回技術分科会 討議趣旨討議趣旨

 『技術分科会』は、『宮崎海岸侵食対策検討
委員会』の付託を受け、宮崎海岸の侵食の
原因と将来的な傾向、今後の対策に関する
技術的な評価・検討について議論・意見する
ことを目的としています。

 第１回目となる本会では、侵食対策検討のた
めの前提条件を整理し、情報および課題を
共有することを目的として、これまでの技術
的な評価・検討を振り返り、討議していただき
ます。
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第1回技術分科会の説明内容
1. これまでの検討経緯について

2. 土砂収支について
 侵食対策を検討していく上で基本となる、現在推

定している土砂収支について、討議していただき
助言を頂きたい
 海岸侵食の実態（土量変化）

 土砂収支（漂砂量、沿岸漂砂の方向、河川からの供給
土砂量）

3. 地形変化モデルについて
 侵食実態(地形変化)を再現できるモデルを構築

し、対策による効果の将来予測が必要
 地形変化モデルの検討経緯
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これまでの検討経緯について
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（１）住吉海岸技術検討委員会(H16.2～H19.3) 検討・協議 概要

≪土砂収支把握の課題≫
・一ツ瀬川導流堤の通過漂砂量と沿岸
漂砂の卓越方向の把握。
・海浜土砂が沖合へ流出したと仮定し
ないと収支が合わない。
・沖流出土砂の実態把握。

≪地形変化予測モデル構築の課題≫
・観測波浪からだけでは北向き漂砂が
卓越し、港湾への土砂移動が再現され
ず。
・原始の状態での汀線変化の再現が
必要。

・関係機関でのデータ
の積極的な共有をし
ていくことを確認

□汀線変化モデルの検討
・計算条件の設定および、
構築したモデル検証のため
過去の汀線変化の再現を
試みた
・宮崎港防波堤の延伸過程
を考慮
・再現計算結果によると、沿
岸漂砂量は海岸全域で北
向きと推測され、汀線変化
を再現するためには、沖合
い流出土砂量で対応せざる
を得ない結果

□基礎情報の追加整理
・ 1983年以前の土量を空
中解析結果から算出し、追
加
・ 砂防ダム、河川での土砂
採取・浚渫に関してのデー
タの追加
・ 河川からの流入土砂の追
加

□一ツ瀬川～宮崎港間の
土砂収支の推定

第２回
H１６.８.６

≪土砂収支把握の課題≫
・土砂収支の把握が必要。
・河川からの供給土砂量の把握が必要。

・検討範囲及び検討
方針について協議

-

□基礎情報の収集整理
・空中写真，深浅測量デー
タによる地形変化特性
・地形変化要因（波浪・潮
位・流況・底質・河川供給土
砂・浚渫）に関するデータ整
理

□一ツ瀬川～宮崎港間の
土量変化解析

第１回
H１６.２.４

対策検討地形変化予測モデル土砂収支把握
検討課題

検討内容・討議経緯
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（１）住吉海岸技術検討委員会(H16.2～H19.3) 検討・協議 概要

≪対策検討の課題≫
・ゾーニング、優先度検討
・養浜砂の確保
・段階計画の検討
・対策工法の詳細検討、コ
スト縮減

□必要砂浜幅の考え方
・砂浜を防護施設の基本と考え、海岸の防護・環
境・利用を達成するための必要規模 ⇒ 50ｍ

□適用性の高い対策工法基本案を整理
・海岸の防護・環境・利用を総合的に考慮した結
果、海浜をすべて人工構造物で覆う策は得策で
なく、『沿岸漂砂を制御できかつ設置間隔を広く
とれるヘッドランド工法』と『目標浜幅への回復お
よびヘッドランドでは制御しきれない土砂量を養
浜工で補う』ことが対策の基本案。

＊今後、養浜のみで対応することを考えた場
合、必要となる養浜量はヘッドランドを伴う場合
のおよそ２倍。一方で、ヘッドランドの設置のみ
で現状の海浜を維持することは不可能。

□港湾計画一ツ葉防砂突堤の設置
・港湾管理上適切なものとする。ただし、海岸侵
食対策との土砂管理の連携が不可欠。

□対策工法の評価およ
び比較検討
・汀線変化予測モデル
による対策工の将来予
測

-
第４回

H１８.３.２９

≪土砂収支把握の課題≫
・石崎川以北、一ツ瀬川導
流堤の通過沿岸漂砂量、
沖合いの土砂移動が未解
明。

≪対策検討の課題≫
・生態系、特にウミガメの上
陸・産卵を阻害しない対策
・サーフィン、漁業等の利用
を阻害しない対策

□侵食対策工法の考え方を整理
・侵食原因は、河川からの土砂供給量減少、宮
崎港防波堤による遮蔽域への漂砂移動、大淀
川からの沿岸漂砂の阻止
・対策は、沿岸漂砂の制御（海岸での対策）と河
川からの供給土砂回復

□汀線変化予測モデル
の検討
・現状と原始の状態で
の波浪・流況場を比較し、
卓越海浜流は南向きと
推測
・原始の状態での汀線
変化を再現
・海浜流、波向の補正を
考慮した結果、推定した
土砂収支を概ね再現

□一ツ瀬川～
宮崎港間の土
砂収支の推定
･データ追加・
更新による見
直した結果、
総じて南向き
の沿岸漂砂が
卓越と推定

第３回
H１７.３.２９

対策検討地形変化予測モデル土砂収支把握
検討課題

検討内容・討議経緯
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（１）住吉海岸技術検討委員会(H16.2～H19.3) 検討・協議 概要

≪土砂収支把握の課題≫
・漂砂実態の把握精度の
向上
・養浜の効果・影響検討
(河川にある礫の有効活
用)

≪対策検討の課題≫
・土砂管理の具現化
・全体計画(段階計画)の策
定
・対策の必要性や実施へ
の理解の促進

□今後の進め方について
・一連の漂砂系内である小丸川に近い海岸
には礫が存在することから、養浜材として粒
径の大きいものを投入する分には、慎重に
なり過ぎなくてよいのではないか。
・ 計画されている8基目の離岸堤について
は、養浜を同時に入れるなどの周辺海浜へ
の未然の対応が必要。
・海岸管理を行なっていくうえで、長期的に
は平均値的な取り扱い(地形変化)の議論で
よいが、年による変動やそれへの許容とい
う視点も重要な指標である。
・シルト分が混入する養浜投入は、漁場が
増える可能性も考えられる。
・県と国が一緒に事務局となり、早期の対
策着手にむけて努力していく。この委員会も
さらに発展させていく。

-

□対策の実施に向けた調査結果
・ 汀線近傍の漂砂移動方向は、
波浪の来襲波向と対応すること
が現地で確認された。
・ 定点固定カメラによる流況調査、
トレーサー調査による年間を通じ
た漂砂移動は、総じて南向きを確
認。ただし、2006年は、平均的な
海岸線に対して北から来襲する
波浪の頻度が例年より高かった。

第６回
H１９.３.１６

≪土砂収支把握の課題≫
・土砂収支の解明、調査を
継続

≪対策検討の課題≫
・対策の着手
・総合土砂管理の推進
・石崎浜の養浜のモニタリ
ング

□優先度からみた対応方針の考え方を整
理
・沿岸漂砂最下手側へは漂砂制御施設設
置の優先度が高く、一ツ瀬・大炊田は養浜
主体での対応が望ましい。

□当面の養浜箇所について検討
・当面の養浜箇所は石崎浜。実施調整しつ
つ余剰土砂は最大限活用。モニタしつつ実
施、ストックも考慮。

-

□土砂収支の考え方
･データの追加・更新をし、沖合い
流出土砂はほとんど無いと推定。

≪現状で妥当と考えられる土砂
収支の考え方≫
・石崎川以南は南向きの漂砂が
卓越と推定。

第５回
H１８.９.１

対策検討
地形変化

予測モデル
土砂収支把握

検討課題

検討内容・討議経緯
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（２）土砂移動メカニズムの推定と侵食対策工法の考え方

これまで実施されてきた調査・検討結果から、海浜地形変化の解析、侵食実態
の把握を行い、侵食要因を推定。

 日向灘沿岸の平野の発達状況や広域の底質特性から、元来、砂の動きはやや
南方向が卓越すると推定。

 宮崎海岸は、元来、大淀川および一ツ瀬川からの流出土砂により砂浜が形成さ
れており、漂砂移動は、沿岸・岸沖方向とも広範囲におよんでいる。

 測量の解析結果によると、宮崎港湾区域の堆積速度と、住吉海岸の侵食速度
は対応関係が見られた。

 海浜流の予測計算結果によると、石崎川河口から宮崎港にかけては、南方向の
沿岸流が卓越していると推測。

 以上より、石崎川以南は南向きの漂砂が卓越すると推定。

 石崎川以北は、過去の地形データの蓄積が十分でないため、土砂動態把握の
精度向上が課題。

 一方、近年では、内陸における人間活動のために、河川から海岸への供給土砂
量が減少しており、宮崎海岸では、侵食量に比べて、河川からの供給土砂量は
少ない。

 このような状況から、宮崎海岸周辺の侵食を防止し、砂浜を回復・維持していくた
めには、漂砂を制御し、土砂の供給を確保していく必要がある。
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土砂収支の推定について
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（１）宮崎海岸周辺の地形変化（侵食実態）
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（１）-１ 宮崎港～石崎川区間の海浜断面変化

海岸の南側（宮崎港側）ほど、海浜断面の変化が大きい
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（１）-２ 宮崎港～石崎川区間の海浜断面積変化量の沿岸分布

海岸の南側（宮崎港側）ほど、海浜断面積の減少量が大きい
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（２）現在推定している土砂収支

 宮崎海岸では、これまで、年間20～30万ｍ3の海浜土砂量が減少。

 河川からの現在の土砂供給量は、海岸での侵食量に比べて少ない。

 現状の漂砂・流砂環境で、砂浜(海浜)を維持するためには、年間20

～30万ｍ3の土砂供給が永続的に必要になる。

航空写真解析による← ｜ →深浅測量成果による土砂変化速度の算出根拠：
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＜現在推定している土砂収支＞

小
丸
川

一
ツ
瀬
川

石
崎
川

大
淀
川

宮崎海岸直轄区間

安　定

＋１
(max２)

－５

＋３
(max７)

宮崎港

防波堤遮蔽域へ
向かう砂の移動

T.P.-10～-12m：波による地形変化の限界水深

＋５
(max１２)

（図中の数字：万m3/年）

大淀川からの
砂の供給阻害

－２０

＋２２
＋９

小丸川～一ツ瀬川

一ツ瀬川
河口近傍

大炊田海岸 住吉海岸

中導流堤（1983年着手）左岸導流堤（1963年着手）

南防波堤
（1982年着手）

港湾離岸堤
（1985年着手）

沖合いへの土砂移動が海岸侵食
の主な原因ではないと推定

（２）-１ 漂砂特性調査（推定している土砂収支の検証）

宮崎海岸における広域トレーサー調査結果
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• 土砂動態把握のため、宮崎港～一ツ瀬川河口北側ま
での広域のトレーサー調査を実施。

広域トレーサー調査範囲（2008.1.15～16実施）

試験養浜実施地点

0

1

2

トレーサー投入からの経過年（年）

トレーサー調査地点
（底質採取地点）

 ： トレーサー投入地点
● ： 今回調査でのトレーサー検出地点

（色：トレーサーの色を示している）

トレーサー投入後1.5～2年の移

動状況を見ると南向きに移動

トレーサー投入後半年の移動
状況を見ると、北向きに移動
（⇒台風時期は北向きに移動）

現時点で、一ツ
瀬川を越える
土砂移動は確
認されていない

一ツ瀬川

1.3km 2.6km

2.1km

6.1km

1.7km

2006.1投入

2006.8投入

2007.7投入
2007.9投入



（２）-１ 漂砂特性調査
トレーサー調査時の沿岸漂砂(トレーサー投入以降の累計)
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トレーサー投入後の波浪・流況から、沿岸漂砂の方向を推定。

一ツ瀬川
左岸

2年
(2006.1～2008.1)

1.5年
(2006.7～ 2008.1)

7ヶ月
(2007.7～ 2008.1)

大炊田
海岸

石崎浜
海岸

一ツ葉
有料PA

1.5～2年は南向きで、

トレーサー調査結果と一致

2007.7～は北向きで、

トレーサー調査結果と一致

※一ツ瀬川左岸は南向きで、
他地点と傾向が異なる

トレーサー投入
からの経過年

※沿岸流を考慮した漂砂量算定式 ： Q=K・HB
2・V (Krausら1982．K：漂砂量係数， HB：砕波波高，V：沿岸流速)

（２）-１ 漂砂特性調査
トレーサー調査時の沿岸漂砂(2006年1月～2008年1月)
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一ツ瀬川
左岸

大炊田
海岸

石崎浜
海岸

一ツ葉
有料PA

2006.1

2007.1

2008.1

4

7

10

4

7

10

2年前

1年前

2年 (2006年1月～)

1.5年(2006年7月～)

7ヶ月(2007年7月～)

夏に北向きが卓越、それ以外は南向き

2007年7月は北向きが特に顕著（台風0704号）

※沿岸流を考慮した漂砂量算定式 ： Q=K・HB
2・V (Krausら1982．K：漂砂量係数， HB：砕波波高，V：沿岸流速)



（２）-２ 河川供給土砂量の試算結果
大淀川（河口0km）
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（２）-２ 河川供給土砂量の試算結果
一ツ瀬川（河口0km）
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（２）-２ 河川供給土砂量の試算結果
小丸川（河口0km）
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（３）海岸域での土砂動態に関する課題
一ツ瀬川河口部周辺の土砂動態が未解明

現状では、検討するためのデータが不足しているため、測量等の調査を進めているところ

20



地形変化モデルについて

21

（１）地形変化モデルの検討経緯
22

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

H16.2.4 H16.8.6 H17.3.29 H18.3.29 H18.9.1 H19.3.16

新規入手データ
宮崎港港湾区域の地形
データ(1974年-)

沖合いの地形変化、底質
調査(顕著な沖合い流出
は無いと推定)

地形変化モデル 汀線変化モデル
汀線変化モデル
小笹・Bramptonの式に海
浜流の効果を考慮

粒径を考慮した等深線変化モデル
(代表4粒径)
小笹・Brampton項の付加は無し、海
浜流の効果を考慮

計算領域
一ッ瀬川北部～宮崎港
(沿岸方向

川南漁港～宮崎港
(沿岸方向29,400m)

境界条件

一ッ瀬川導流堤を通過する沿
岸土砂なし
沖側境界流出土砂あり(25万

m
3
/年)

一ッ瀬川導流堤を通過す
る沿岸土砂なし
沖側境界流出土砂あり

(12万m
3
/年)

一ッ瀬川導流堤を通過す
る沿岸土砂なし
沖側境界流出土砂なし

左右両端境界で土砂の流出入なし
沖側境界流出土砂なし

宮崎港ナウファスデータ
(1992～2002年度)
エネルギー平衡方程式によ
り、主要6方向(NE～SSE）の波
浪について砕波点沖での波
高・波向を算出。
月ごと、波向ごとの波浪エネ
ルギーと等しくなる頻度で作
用させる。

宮崎港の堆砂20万m
3
/年

を再現するために波向を
補正(原始海岸の再現計
算を実施)

流入土砂の条件
一ッ瀬川：0.5万m

3
/年

小丸川：4.9万m
3
/年

沿岸漂砂量分布 台形型分布 宇多・河野の関数

南に向かう卓越海浜流の
影響をモデル化

一ツ瀬川河口の波向を補正

課題

・一ツ瀬川河口での沿岸漂砂
遮断のメカニズムが不明。
・北向きの沿岸漂砂が卓越し
ている。
・港湾への土砂移動量が再現
されていない。

・一ツ瀬川河口での沿岸
漂砂遮断のメカニズムが
不明。

・一ツ瀬川河口周辺の処理（土砂移
動メカニズムが未解明）
・大炊田海岸の侵食の再現性(侵食量
が過小評価)

現在構築中のモデル
(今後の侵食対策検討で用いるモデル)

平成19年度検討
(直轄化要望)

その他の条件

波浪条件

将
来
予
測
計
算
に
よ
る
対
策
工
の
評
価

HL9基→7基へ
(追加検討結果)

海
中
部
お
よ
び
底
質
粒
径
の
分
級
を
考
慮
し
た
地
形
変
化
の
予
測
が
可
能
な
新
た
な
シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ
デ
ル
の
構
築



（２）今後の侵食対策検討で用いる等深線変化モデル

 

等深線変化予測モデル（N-line モデル） 

汀線
＋2ｍ 

－2ｍ 

－4ｍ 

－6ｍ 

－8ｍ 

汀線 

堤防 

堤防 堤防 

堤防 

沖側 

沖側 

陸側 

陸側 陸側 海側

海側陸側

汀線変化予測モデル（1-line モデル） 
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これまで 汀線変化モデル ：沿岸漂砂量の収支を数値計算し、汀線(海岸線)位置の変化を予測

これから 等深線変化モデル：沿岸漂砂の水深方向分布を考慮し、海浜断面地形の変化を予測
＋粒径（質）の分級を考慮⇒土砂質を考慮した海浜断面地形変化を予測

23

平 面 図 断 面 図

沖

岸

現況
予測

モデルを拡張

（３）等深線変化モデルの計算フロー

波浪の計算

等深線変化の計算

安定度パラメータ⊿t、
繰り返し回数の決定

水深8m地点での波の
変形計算結果

初期等深線
データの入力

波浪条件の入力：
波高、周期、波向

計算結果の出力
屈折計算 回折計算

砕波条件(波高、波向) 1日の計算が終了したか？

計算を継続するか？

最終等深線

START

END

計算条件の入力

漂砂量係数

底質条件：
代表粒径、粒度分布

卓越海浜流モデル

沿岸漂砂量の計算

波浪による沿岸漂砂

宮崎港への卓越海浜流に
よる沿岸漂砂

定点カメラにより観測された流
速より沿岸漂砂量を算出し、こ
れを再現するような漂砂量係
数を設定

NO

YES

NO

YES

宮崎港内遮蔽域への卓越流
を評価し、海浜流による沿岸
漂砂をモデル化

日単位で必要期間繰り返す

各等深線

構造物データの入力

境界条件

各等深線
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